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【事業所概要（事業所記入）】

※事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度ホームページで閲覧してください。

【評価機関概要（評価機関記入）】
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【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
さつま芋の大好きな利用者の希望をもとに「畑づくり」に取り組まれ、さつま芋を植えて、利用者みんなで収穫され、
「焼き芋会」を楽しまれるなど、一人の思いや希望が全員の希望、楽しみにかわり、行事に発展させられるなど、一
人ひとりの思いや希望を大切にしたケアに取り組んでおられます。コロナ禍による面会制限がある中、家族宛に毎
月、利用者の暮らしの様子を写真入りで報告をされており、変化があった場合には電話や写メールでタイムリーに報
告されています。家族からは「いつも笑顔を見ることができてグループホームでの居心地よさが伝わってきます」、
「体調の変化に柔軟に対応していただき感謝」、「安心して任せられる」と信頼を寄せておられます。行事の取り組み
やレクリエーションは計画的に実施されており、安全に楽しく参加できるように工夫をされています。節分の豆まきで
は豆は紙、お面の口に投げる、雛祭りでは雛人形の顔出しパネルで写真撮影、浴衣を着て敬老会、タコ焼き機で鈴
カステラづくり、公園での桜見物時には、職員の飼っている犬を参加させるなど、楽しみが増幅するように工夫をして
おられます。事業所では、研修機会を多く持たれて、職員の質の向上と確保を計画的に進めておられます。

調査実施日 令和4年2月28日

山口県下関市武久町１丁目48-32所在地

評価機関名

自己評価作成日

グループホーム　たけひさ事業所名

1  自己評価及び外部評価結果

3590104190

法人名 株式会社　ウエルケア

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 コロナ感染症が続く中、ホームで過ごすことがほとんどとなりました。敷地内に畑を作り、サツマイモや玉ねぎを植え
て手入れを一緒に行うことで成長を楽しみ収穫し、調理して入居者、職員みんなで頂き喜んでいただいています。
外出制限がある中、天候の良い日は感染症対策を取りながら近所の散歩や日光浴、短時間で行ける場所までのド
ライブをこまめに行い気分転換を図っていただいています。　　食事は系列法人のセントラルキッチンにて栄養士の
栄養管理のもと調理された食事を用意し、時にはご利用者リクエストの食事を一緒に作って食べたりと画一的な食
事にならない工夫をしています。　　また、調理を依頼することでご利用者と向き合える時間を多く持つことができま
す。不安な時も楽しい時も一緒に寄り添うことを大切にしています。

評価結果市町受理日令和4年1月29日 令和４年９月１４日

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
(参考項目：10．11．20）

山口県山口市吉敷下東３丁目１番１号　山口県総合保健会館内
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4. ほとんど掴んでいない

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

所在地

4. ほとんどできていない

57
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
(参考項目：24．25．26）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

64

グループホームに馴染みの人や地域の人々が
訪ねて来ている
(参考項目：2．21）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

58
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
(参考項目：19．39)

1. 毎日ある

65

4. ほとんどない

59
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
(参考項目：39)

1. ほぼ全ての利用者が

66
3. 利用者の１/３くらいが

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
(参考項目：38．39）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
(参考項目：5）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
(参考項目：12．13）

1. ほぼ全ての利用者が
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

4. ほとんどいない

1. ほぼ全ての職員が
2. 職員の２/３くらいが

61
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
(参考項目：50)

1. ほぼ全ての利用者が

68

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

69

63

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
(参考項目：29）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

62

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
(参考項目：31．32）

60
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グループホーム　たけひさ

自己評価および外部評価結果

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

地域の方が気軽に訪ねてこれない状況の中
で散歩中にどんな施設なのか尋ねられること
があり地域向けのグループホームを知っても
らうチラシを作り自治会長、民生委員に配布
し回覧していただけるようにお願いをしてい
る。

自
己

外
部

項　　目

自己評価 外部評価

実践状況

職員が意見を出し合って作った理念を毎朝
申し送り時に実践につながるよう唱和を行
い、又、事務所と玄関の見えるところに掲示
し日々のケアにつなげている。新入社員に
は入社時オリエンテーションで説明し共有で
きるようにしている。

地域密着型サービスの意義ふまえた事業所
理念をつくり、事業所内に掲示し、毎朝、申し
送り時には唱和して確認している。毎月の職
員会議時には理念について話し合って共有
し、「職員も利用者も一緒に楽しく暮らす」こと
ができるよう実践につなげている。

新型コロナウイルスの影響で地域の行事は
中止が続き、近隣の住民とは日常的に散歩
や屋外での活動の際に挨拶を交わす程度
だが散歩の際にはごみを拾い地域に貢献で
きるように微力ながらお手伝いしている。

自治会に加入し、自治会報や回覧板を通し
て地域での行事を把握しているが、コロナ禍
の為、利用者が参加できる行事は中止されて
いる。事業所の活動を知ってもらうために、
「事業所紹介のチラシ」を自治会長、民生委
員に渡して地域全体に紹介してもらってい
る。事業所では地域の人が参加できる行事は
実施していない。ボランティアにも待機しても
らっている。1～３か月毎来訪の、地域の訪問
理美容を利用して交流している。周辺を散歩
時には利用者と一緒に道の清掃を心がけ、
出会う地域の人と挨拶を交わし、花（水仙）や
ミカンの差し入れがあるなど、日常的に交流し
ている。
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グループホーム　たけひさ

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目

自己評価 外部評価

実践状況

4 （3） ○評価の意義の理解と活用
運営者、管理者、職員は、自己評価及び外部評
価を実施する意義を理解し、評価を活かして具体
的な改善に取り組んでいる。

5 （4） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

6 （5） ○市町との連携
市町担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の
実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝えな
がら、協力関係を築くように取り組んでいる

分からない事があれば書類提出時や電話で
相談助言をいただき地域包括支援センター
担当者とは電話や訪問でご意見いただき協
力関係を築くように努めている。

市担当者とは、電話や直接出向いて情報交
換や相談を行い、助言を得るなど、協力関係
を築くように取り組んでいる。地域包括支援セ
ンター職員とは書面による運営推進会議時や
電話、直接出向いて相談をして連携を図って
いる。

新型コロナウイルスの為、施設では開催でき
ていないが書面での情報提供と電話でのご
意見、励ましを頂きサービスへとつなげてい
る。

会議は２か月に１回、書面での開催としてい
る。利用者の状況や活動状況、ヒヤリハット、
事故報告、今後の行事予定、職員の異動等
を記録して送付又は持参している。意見や要
望は、電話やFAX、直接訪問して受け取り、
その結果は次回の会議時にメンバー全員に
送付して共有している。メンバーからは、ヒヤリ
ハットや事故報告の内容についてや身体拘
束の現状について、面会制限等についてあ
り、そこでの意見をサービス向上に活かして
いる。

管理者は、職員に月１回の職員会議時に評
価の意義について説明し、職員個々に自己
評価の用紙を配布し、記録後、一人でまとめ
ている。職員は自己評価を日頃のケアを客観
的に振り返る良い機会と捉えている。前回の
外部評価結果を受けて、内部研修で応急処
置方法（骨折、捻挫、切り傷、心肺蘇生、人工
呼吸等）や食中毒、感染症対策、熱中症、脱
水症、ノロウイルスとインフルエンザについて
学び、感染症キッド（防護服、帽子等）の使用
方法について実践研修を実施し、実践力が
見につくように取り組んでいる。

職員一人ひとりが日ごろの業務を振り返る機
会と捉え職員全員で取り組んでいる。
管理者、職員、自分達のケアを客観的にとら
え意識付けできた良い機会となっている。
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グループホーム　たけひさ

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目

自己評価 外部評価

実践状況

7 （6） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的な
行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含めて
身体拘束をしないケアに取り組んでいる

8 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

9 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

10 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

契約時には説明を丁寧に行い納得された上
で契約を行っている。また疑問や質問などが
あるときはいつでも相談できる旨を伝えてい
る。

定期的に事業所内研修を行い知識を深め
ており、日ごろのケアで何気なくしていること
が虐待につながっていないか検討している。

事業所内研修で権利擁護に関する研修を
行っているが全員が理解しているとは言えな
い。ご家族より成年後見人を申請された方が
おりその対応を通し理解を深めて行きたい。

３ヶ月に一回、身体拘束適正化検討委員会
を開催し、日ごろのケアで何気なく行ってい
ることが虐待につながっていないかなどの検
討も行っている。玄関は施錠しているが外出
したいご利用者は職員と一緒に出て気分転
換を図っている。

職員は「身体拘束等の適正化のための指針」
をもとに、内部研修（権利擁護と高齢者虐待、
身体拘束と高齢者虐待、スピーチロックやド
ラッグロック、フィジカルロック）や、３ヵ月毎実
施の、職員とグループホーム統括者で構成す
る「身体拘束適正化検討委員会」の研修事例
を通して学び、身体拘束、高齢者虐待の内容
と弊害について正しく理解している。玄関に
は施錠をしているが、外出したい利用者（本
人が外出したい旨を言う）があれば、職員が
一緒に外に出て、プランターや畑の草引きや
水やり、周辺の散歩をして気分転換を図り、
身体拘束をしないケアに取り組んでいる。
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グループホーム　たけひさ

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目

自己評価 外部評価

実践状況

11 （7） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等からの相談、苦情の受付体制や
処理手続きを定め周知するとともに、意見や要望
を管理者や職員ならびに外部者へ表せる機会を
設け、それらを運営に反映させている

12 （8） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

毎月、職員会議を行い職員の意見交換を
行っている。また申し送りノートや会社支給
の携帯にメールで連絡、相談ができすぐに
対応できるようにし、業務に反映できるように
している。

管理者は毎朝の申し送り時や月１回の職員
会議時、担当業務（壁面、便り、誕生日会等）
の中で職員の意見や提案を聞く他、携帯電
話やメールなどで、いつでも相談や連絡、提
案ができるようにしている。管理者の方から
「困っていることはないか」と言葉をかけて話し
やすい雰囲気づくりに努めている。職員から
は業務改善（粥食づくりの時間帯の変更）や
台所用品の購入、有給希望等があり運営に
反映させている。

契約書に相談、苦情の受付窓口を記載し説
明も行っている。　　　現在はコロナ対策によ
りホームに来訪できないが電話やお便りによ
り現状をお知らせし家族の要望を伺うなどし
ている。要望は職員会議や朝礼時に報告し
反映させている。

苦情・相談の受付窓口と処理手続きを明示
し、契約時に家族に説明をしている。面会時
（制限時には玄関先で５分間、窓越し面会、
蔓延防止時には面会中止、緩和時の面会は
玄関でマスクをして10分間）や電話、携帯電
話でのメール、写メールの配信などの工夫を
している。毎月、家族宛に「たけひさだより」に
利用者の暮らしの状況を写真入りで報告し、
変化があった場合は管理者が写真やメール
でその都度知らせており、意見が言い易いよ
うに工夫している。意見や要望は「連絡ノー
ト」に記録し、同時にメールで配信し、職員会
議時や毎朝の申し送り時に報告をして、職員
全員が共有している。コロナ禍の為「家族会」
は中止している。家族からは「本人の気質を
理解して柔軟に対応してもらっている」、「毎
月、いろいろな行事、催しを実施していただ
き、その様子を写真で報告がありうれしい」、
「体調の変化の報告と適切な対応に感謝」、
「笑顔がみられるようになった」など、感謝とコ
ロナ禍での介護に労いがよせられており、職
員は日々の介護の励みとなっている。
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グループホーム　たけひさ

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目

自己評価 外部評価

実践状況

13 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

14 （9） ○職員を育てる取り組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

15 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

毎月の職員会議の中で内部研修行ってい
る。また会社支給携帯に配信される研修を
受講し後日確認試験を行い職員のレベル
アップに努めている。

外部研修は職員に情報を伝え、本人の希望
や段階に応じて勤務の一環として受講の機
会を提供しているが、コロナ禍の為受講して
いない。会社からは毎月、会社支給の携帯に
メールで研修の配信（15分から30分ものが10
本）があり、全員が学習している。内容は内部
研修で再度取り上げて内容の理解を深めて
いる。内部研修は年間計画を立て、毎月１
回、管理者が講師となって、接遇マナーや応
急処置法、食中毒・感染症の予防と対策、脱
水症状・熱中症対策、緊急時の対応、看取
り、ノロウイルスとインフルエンザ、権利擁護と
高齢者虐待、認知症について、プライバシー
の保護・個人情報の取り扱い、身体拘束と高
齢者虐待について、実施している。新人職員
は会社の研修が終了後、日々の業務の中
で、管理者や先輩職員から介護の知識や技
術が学べるように支援している。会社では、資
格のない職員には外部での認知症研修を必
須とし、資格取得（介護福祉士等）に向けて
の補助金制度や勤務調整等の支援を行い、
会社の配信による研修は３つのステージ（初
歩から段々と難しくなる）に分けて確認試験を
実施するなど、代表者は職員の研修機会を
増やし、質の向上、確保に計画的に取り組ん
でいる。

新型コロナの影響で同業者と交流する機会
はなかったが、同系列のグループホームとは
コロナ感染症が少し落ち着いた際に職員の
研修を兼ねて手伝いに行くなどは行うことが
できた。

ES向上運動を実施し業務改善を行い職場
環境の整備に努めている。資格取得につい
て補助金やシフトの調整などサポートを行っ
ている。
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グループホーム　たけひさ

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目

自己評価 外部評価

実践状況

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
16 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

17 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

18 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

19 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

20 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

ご利用者の状態の変化時や必要な物品が
ある時などすぐに家族へ連絡を行い協力を
得ている。現在はコロナ感染症対策により面
会を制限しているが月１回の施設便りや写
真など状況を報告しご家族の要望も伺って
いる。

本人、家族の思いを聞き取り必要とされる支
援を把握し　まず安心して過ごしていただけ
るよう環境を作りを行っている。

一人一人のできることを見極め、家事を一緒
に行っている。日々できることを楽しみながら
職員と一緒に行いやりがいや役割をもって
頂くことで家族のような関係を築いている。

基本情報シートに今までの生活などをご家
族に記入していただき、その生活歴を理解
することでコミニケーションに広がりを持たせ
ている。本人の話を傾聴し不安なことや要望
を伺い安心して過ごしていただけるよう関係
づくりに努めている。

入居時の面談で家族の意見を傾聴し不安な
ことや疑問なことを伺い説明を行うことで不
安の解消に努め信頼関係づくりに努めてい
る。入居者一カ月に施設での生活の様子を
お知らせする手紙を写真と共に送り安心して
いただけるようにしている。
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グループホーム　たけひさ

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目

自己評価 外部評価

実践状況

21 （10） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

22 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

23 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

利用者同士の関係を把握し食堂の席を配慮
したり職員が間に入り会話を促すなどご利用
者同士の関係が深まる様に支援している。

長期入院になられ退去された方へも時折連
絡し状況の確認を行っている。　　ご家族の
希望もあり、その方は空きあったのでリハビリ
後に再入居となっている。

コロナ感染症の流行が一時落ち着いた時に
は面会制限を緩め短時間ですが面会できま
した。遠方のご家族は電話で会話行ったりし
ながら支援をしている。

家族の面会（玄関先で5分間、マスクを付けて
の面会が続いている）や10月、11月の緩和の
時期には親戚、友人の来訪がある他、電話や
手紙、暑中見舞状、礼状等での交流を支援し
ている。遠方の家族とは携帯電話で話す支
援をしている。馴染みの神社での節分行事へ
の参加や馴染みの公園にコスモス見学に出
かけている。ユーチューブで「下関の町探訪」
があり、昔の街の様子が見えると、皆で話を弾
ませて、馴染みの場所や出来事を懐かしんで
いる。昔からの馴染みの季節行事（雛祭り、七
夕等）を事業所内で行い、居室に家族や友
人の写真を飾って馴染みの人との関係が途
切れないように支援している。
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グループホーム　たけひさ

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目

自己評価 外部評価

実践状況

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
24 （11） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

25 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

26 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

27 （12） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

生活状況などの把握がしやすいように２４時
間シートに記録し心身の変化の把握に努め
ている。また月に一度の職員会議にて気に
なる方の支援について話し合っている。

職員会議時に個別カンファレンスを行い本
人の現状やケアのあり方について話し合い
を行っている。月１回のモニタリングでより良
く暮らせるよう介護計画に反映できるようにし
ている。

計画作成担当者を中心に毎月、カンファレン
スを行い、本人、家族の思いや意向、主治
医、訪問看護師の意見、「様子観察シート」を
参考にして話し合い、職員全員で介護計画を
作成している。毎月、モニタリングを実施し、６
か月毎ni見直しをしている。利用者の状態や
家族の要望に変化があればその都度見直
し、現状に即した介護計画を作成している。

入居時の基本情報をもとに今までの暮らし、
思いを把握するようにしている。また日々の
かかわりの中で得られた情報、汲み取った
思いは２４時間シートに記録し何を希望され
ているのかなど本人の立場に立って考えるよ
うにしている。

入居時には本人や家族、前利用施設等から
これまでの暮らしの状況や趣味、習慣、今後
望む生活等を基本情報に記録して思いの把
握に努め、活用している。日々の関わりの中
での利用者の発した言葉や表情、取り組まれ
たこと、熱中されたこと等を「２４時間生活変化
シート」に記録して思いや意向の把握に努め
ている。利用者の中にさつま芋の大好きな方
があり、そのことから「畑づくり」に取り組み、さ
つま芋を植えて、皆で収穫し、「焼き芋会」を
楽しむなど、一人の思いや希望が皆の希望
に代わり、楽しい行事へと発展している。困難
な場合は職員間で話し合い、本人本位に検
討している。

入居時はご家族に記入して頂いた基本情報
シートで情報収集を行いその他利用してい
たサービス関係者からも情報をいただきケア
の参考にしている。
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グループホーム　たけひさ

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目

自己評価 外部評価

実践状況

28 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

29 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

30 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

31 （13） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

32 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

訪問看護師が週３回来訪し心身にかかわる
助言をいただき必要時には２４時間体制で
連絡が取れるかかりつけ医との連絡体制が
整っている。

コロナ対策により地域行事のほとんどが中止
となっていたが、近くの神社の節分福引の情
報をいただき参加させていただいた。今後も
情報の把握に努めていく。

入居時に本人、ご家族の希望する協力医を
かかりつけ医とし、月二回の訪問診療を受け
ている。緊急時に２４時間連絡ができる体制
となっている。携帯写メや動画などでも情報
提供している。

かかりつけ医は本人や家族の納得を得て、協
力医療機関をかかりつけ医とし、月２回、訪問
診療があり、支援している。他科受診は家族
の協力を得て支援している。受診結果は「職
員連絡ノート」に記録するとともに、急を要す
る場合は携帯で配信して職員間で共有し、家
族には電話で報告している。歯科は必要に
応じて往診がある。薬剤師は薬を分包して来
訪し、職員は与薬指導を受けている。２４時間
オンコール体制にあり、緊急時には協力医療
機関と連携して、利用者が適切な医療を受け
られるように支援している。

日々の様子は２４時間シートに記録し情報共
有している。いつもと違う行動や気付きは別
の様子観察ノートに詳しく記録し計画の見直
しに活かしている。

ご利用者の思いを大切にして普段のかかわ
りから要望をとらえ必要時は病院受診や、近
隣の散策などを行いご利用者やご家族の望
まれている事に対応するように努めている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目

自己評価 外部評価

実践状況

33 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくり
を行っている。

34 （14） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

35 （15） ○事故防止の取り組みや事故発生時の備え

転倒、誤薬、行方不明等を防ぐため、一人ひとり
の状態に応じた事故防止に取り組むとともに、急
変や事故発生時に備えて、全ての職員は応急手
当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を
身につけている。

36 （16） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

年二回、避難訓練を実施。避難訓練を行うこ
とを近隣に声掛けてベル音が鳴ることをお伝
えしている。コロナ感染症対策により地域と
の協力体制は構築できていない。非常食、
水の確保、懐中電灯、ランタンなどの準備は
できている。

防火管理者を中心に防災機器業者の協力を
得て、年２回、昼夜間の火災を想定した通報
訓練、避難訓練、避年経路の確認、防災機
器の場所の確認を利用者も参加して実施し
ている。自治会長と民生児童委員や近隣の
人には事前に訓練への参加を呼びかけたが
参加は無かった。訓練時にはベルも鳴らした
がコロナ禍のせいか、参加は無かった。非常
用食品（5年間有効）と水は備蓄している。

・地域との協力体制の構築

契約時に重度化した場合や終末期のあり方
について説明している。必要となった場合は
本人や家族の意向を踏まえ医師と相談の
上、今後の方針を決めていくようにしている。

「看取り（重度化した場合）に関する指針」をも
とに、重度化した場合に事業所でできる対応
について契約時に家族に説明し、意思確認
をしている。実際に重度化した場合は、早い
段階から主治医が説明し、本人や家族の意
向を聞いて関係者で話し合い、方針を決めて
共有し、医療機関への移設も含めてチームで
支援に取り組んでいる。

入院の際は職員が付き添い、現在の情報を
書面で伝えたり本人、ご家族の意向を代弁
したり適切な対応をしてもらえるよう連携を
取っている。また退院時は必要な情報をい
ただき受け入れの準備を行っている。

ヒヤリハット・事故報告は月1回、職員会議で
共有、再発防止を話し合っている。内部研
修を通じ、緊急時の応急手当や初期対応に
ついて検討する機会を作っているが実践力
を身に着けるまでには至っていない為、救急
講習会に参加予定であったが感染拡大の
為、延期となっている。

事例が生じた場合は、ヒヤリハット報告書、事
故報告書に発生状況や対応、再発防止策を
記録して、全職員に周知し、月１回の職員会
議で再度検討して、一人ひとりの事故防止に
努めている。内部研修で応急処置方法（骨
折、捻挫、出血、切り傷、擦り傷、刺し傷、心
肺蘇生、人工呼吸）、食中毒、感染症対策、
熱中症、脱水症、ノロウイルスとインフルエン
ザについて学び、感染症キッド（防護服、防
止、マスク、手洗い）の実践研修を実施して、
実践力が向上するように取り組んでいる。

・全職員での応急手当や初期対応の
定期的訓練の継続
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目

自己評価 外部評価

実践状況

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
37 （17） ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

38 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている。

39 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

40 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

訪問理容が定期的に来られ本人の希望を
伺いカットされている。入浴時の着替えはお
好きな服を選んでいただき、季節とは合わな
い服装をされているときは声掛け別の服をお
勧めしている。

集団でのレクリエーションや個別の散歩など
個人で過ごす時間など日常生活の過ごし方
をご本人が選択し過ごしたいようにしている。
無理せず入居者ペースで生活が送れるよう
にしている。

職員主体の動きにご利用者を合わせるので
はなくご利用者のその日の体調、状態を見
ながら一人ひとりのペースに合わせた対応を
心がけている。

人格を尊重し個々に合わせて馴染みのある
表現や分かりやすい表現を心がけている。
法人研修にて接遇、プライバシー保護の勉
強を行っておりプライバシー配慮について学
んでいる

職員は法人研修や内部研修（接遇マナー、
プライバシーの保護）で学び、管理者による
「居室入室時やトイレ、浴室使用時に声掛け
やノック、ドアを必ず占めること」の指導を通し
て学び、利用者一人ひとりの人格を尊重し、
誇りやプライバシーを損ねない言葉かけや対
応をしている。個人記録は適切に保管し、守
秘義務は徹底している。
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グループホーム　たけひさ

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目

自己評価 外部評価

実践状況

41 （18） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

42 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

食事形態は一人ひとりの状態に合わせ、き
ざみ、おかゆ、とろみをつけるなどし食べや
すい形態で提供している。食事摂取量は健
康チェック表に毎食記入し体調の変化に気
を付けている。特に水分を取れない方には
個別の水分摂取表で管理し主治医に報告、
助言を頂いている。

配膳、下膳、食器洗い、お盆拭きなどをお手
伝いいただいている。献立に沿った食事だ
けでなく、食べたいものを伺い、一緒に作り、
一緒に食べ、食事時間が楽しい時間となる
ような工夫をしている。

食事は三食ともセントラルキッチンからの配食
を利用し、副食を焼く、温めるなどして提供し
ている。ごはんと汁物は事業所で調理してい
る。利用者の状態に合わせて食べやすいよう
に形態（刻む、とろみをつける、粥状など）や
盛り付け、食器、自助具の工夫をしている。時
には利用者の食べたいものを聞いて一品増
やしたり、配食を中止して食べたい献立（お
楽しみ食）にするなど、楽しい食事となるよう
に努めている。利用者は配膳や下膳、お茶の
パック詰め、お茶を配る、食器洗い、テーブル
拭きなど、できることを職員と一緒にしている。
おやつづくり（どら焼き、フレンチトースト、鈴
カステラ）や手作りケーキの付く誕生日食、お
楽しみ食（ラーメン、焼き肉、お好み焼等）、
季節行事食（おせち料理、節句の寿司、土用
の鰻、スイカ割、年越しそば、雑煮擬き）、保
存食づくり（干し柿、味噌）など、食事を楽しむ
ことができるように支援している。
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グループホーム　たけひさ

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目

自己評価 外部評価

実践状況

43 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

44 （19） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立に向けた支援を行っている

45 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

46 （20） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援をして
いる

47 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

入浴は毎日実施しご利用者の体調や希望
に合わせ週2～３回程度の入浴を行ってい
る。入浴されなかった日は足浴や更衣、下清
拭を行い清潔の保持に努めている。

入浴時間は１４時から１６時までの間とし、希
望すれば毎日入浴できる。順番や湯加減、入
浴剤の利用、季節の柚子湯など、本人の希
望に添ってゆったりと入浴できるように支援し
ている。入浴したくない人には無理強いしな
いで時間を変えたり、職員の交代、言葉かけ
の工夫をして対応している。入浴されない人
でも少なくとも週2回から3回は入浴してもらえ
るように支援に取り組んでいる。入浴しない日
には毎日、下清拭を行い、合わせて排便の有
無の確認をしている。利用者の状態に合わせ
て、足浴や部分清拭等、個々に応じた入浴の
支援をしている。

ご利用者の生活歴や生活リズムを大切にし
て安心して眠れるように支援している。日中
横になりたい様子があれば声掛け、居室で
休んでいただいている。

２４時間シートや健康チェック表を活用しそ
の方の排泄パターンに合わせ排泄の声掛け
や介助を行っている。排泄の失敗時、羞恥
心への配慮を忘れず声掛けや介助を行って
いる。

２４時間シートや健康チェック表を活用して、
利用者一人ひとりの排泄パターンを把握し、
羞恥心や不安に配慮した言葉かけや誘導を
してトイレでの排泄や排泄の自立に向けた支
援を行っている。

毎朝、乳酸菌飲料または牛乳を提供し散歩
や体操などで体を動かすことで自然な排便
ができるよう取り組んでいる。

訪問歯科の先生より口腔ケアの助言をいた
だき毎食後の口腔ケアを実施している。ご自
分で行える方は見守り、介助の必要な方は
支援している。義歯消毒は毎日、歯ブラシ、
コップ毎週行っている。
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グループホーム　たけひさ

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目

自己評価 外部評価

実践状況

48 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

49 （21） ○活躍できる場面づくり、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

服用中の薬の情報はファイルに入れ職員が
把握できるようにしている。薬の変更があれ
ば申し送りノートで情報の共有を行い、状態
に変化がないか様子観察を行っている。

食器洗いや洗濯物干し、畑の手入れなどの
家事を一緒に行うことでご利用者の活躍でき
る場面を多く作るように心がけている。お手
伝いくださった時は感謝の言葉をしっかり伝
えやりがいや喜びを感じて頂けるように支援
している。

掃除（掃く、拭く、玄関の掃除）、リネン（枕カ
バー、シーツ）交換、洗濯物を干す、たたむ、
収納する、カーテンの開閉、花を生ける、花
瓶の水を換える、プランターに水やり、草引
き、球根を植える、テーブル拭き、配膳、下
膳、お茶をパックに詰める、食器洗い、お盆
拭き、テレビやDVD、CD、ユーチューブの視
聴、新聞、雑誌、本を読む、折り紙、ぬりえ、
切り絵、貼り絵、季節の壁画づくり（春の草
花）、習字、日記をつける、手紙を書く、歌を
歌う、かるた、トランプ、風船バレー、ボール遊
び、ジェスチャーゲーム、ボーリング、輪投
げ、なぞなぞ、ラジオ体操、リハビリ体操、テレ
ビ体操、口腔体操、脳トレ（計算、漢字、四字
熟語、間違い探し）、お楽しみ食（ラーメン、焼
肉、お好み焼等）、おやつづくり（どら焼き、フ
レンチトースト、鈴カステラ）、季節行事（節
分、スイカ割大会、敬老会、コスモス見学）な
ど、利用者一人ひとりに合わせて、楽しみごと
や活躍できる場面づくりをして気分転換を図
り、張り合いや喜びのある日々を過ごせるよう
に支援している。
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グループホーム　たけひさ

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目

自己評価 外部評価

実践状況

50 （22） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

51 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

52 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

53 （23） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

状況により家族へ電話したり、取り次ぎ行っ
ている。手紙の返事は希望の方は行ってい
る。

居室から出るとすぐにリビングがあり賑やか
な声が聞こえる空間となっている。空気清浄
機二台設置し湿度の調整を行い、温度、換
気にも注意し日中はほとんどの方がリビング
で過ごされている。

玄関には季節の花を飾り、続くリビングには床
や扉、家具は木目調で整えてあり、落ち着い
た雰囲気が感じられる。室内には観葉植物
（コーヒーの樹、パキラ）やテーブルと椅子、テ
レビ、テレビの前にはソファがゆったりと配置
してある。壁面には時計やカレンダー、季節
の壁面飾り（春の草花）が飾ってある。対面式
のキッチンからは、炊飯の匂いや盛り付けの
様子が見えて生活感を感じることができる。利
用者はテレビを見たり、おしゃべりをしたり、食
事の準備をするなど、思い思いの場所でゆっ
たりと過ごせる居心地よいスペースとなってい
る。温度や湿度、換気を行い、空気清浄機を
置き、清潔面に配慮し、居心地よく過ごせるよ
うな工夫をしている。

コロナ感染症対策の影響で外出、外食はで
きないが、天気の良い日は近所へ散歩に行
き、時には車で人手の多いところを避け短時
間で行ける季節を感じられるような場所へ出
かけている。

事業所周辺の散歩や玄関先のポーチでの外
気浴、日光浴、季節の花見（桜、コスモス）、ド
ライブ（周辺、コスモス見物、海を見る）で外出
気分を味わってもらえるように支援している。
コロナ禍で外出が思うようにできない為、室内
に季節の花（菜の花、梅等）を飾り、季節を感
じてもらえるように支援に努めている。

お金を持つことで安心される方は少額である
がご家族と相談の上、所持されている方もお
られる。必要なものの購入は立替金で購入
している。
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グループホーム　たけひさ

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目

自己評価 外部評価

実践状況

54 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

55 （24） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

56 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

居室の入り口には目線に合わせたところに
名前を貼り、居室トイレにはトイレと分かるよう
に表示し夜間、トイレまでの導線が安全に動
けるようにベットの移動など環境整備にも工
夫をしている。

掃き出し窓の明るい空間ではご利用者同士
が仲良く会話できるソファーが並び、居室に
仲の良い方を招いている時は自由に会話を
楽しんでいただいている。

本人の使い慣れたものや必要なものは自由
に置いていただいている。ご主人の写真や
行事の時の写真を壁面に飾り居心地よく過
ごせるように工夫している。

テレビや三段ケース、パイプスタンド、鏡台、
整容道具、キリスト像、時計等、使い慣れたも
のや好みの物を持ち込み、自作品や祝色紙
等を飾って本人が居心地よく過ごせるような
工夫をしている。
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事業所名 　グループホームたけひさ

作成日：　令和　4　年　7　月　25　日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 35

全職員での応急処置や初期対応の定期的訓
練の実施

全職員が応急処置や初期対応の研修、定
期的訓練の継続。訓練に参加し慌てること
のないよう行動できるようになる。

内部研修にて応急処置や初期対応を継続して
定期的に行う。
救急救命講習会に参加し実践力を身に着け
る。

12ヶ月

2 36

災害時、地域との協力体制の構築 災害時、地域住民の協力が得られるように
入居者と一緒に避難訓練ができる。

運営推進会議にて協力を得られるよう依頼す
る。地域住民に避難訓練への参加を継続して
依頼を行っていく。 12ヶ月

3

4

5

【目標達成計画】　

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

　２．　　目　標　達　成　計　画


